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本「壁式鉄筋コンクリート造建物の構造性能評価型構造設計指針（案）・同解説」（以下、評価指針案とい

う）は、2006 年 3 月に本会ＨＰにて公開した「壁式鉄筋コンクリート造建物の構造性能評価指針(案)・同解

説」の改定版である。2006 年版性能評価指針案は、原則として本会刊行の「壁式鉄筋コンクリート造設計規

準・同解説」（以下、設計規準という）または、「壁式鉄筋コンクリート造計算規準・同解説」（以下、計算規

準という）の構造規定を満たす壁式鉄筋コンクリート造建物の構造性能を評価するための一つの方法を示す

ものであるが、本評価指針案はこれに加えて、設計規準や計算規準の適用範囲外である下記の(1) から(7)

の壁式鉄筋コンクリート造建築物の構造設計方法の一つを示している。 

  (1) 壁量が最小壁量未満であるもの 

  (2) 階高が規定値を超えるもの 

  (3) 地上階数が 5 を超え 8 以下のもの 

  (4) 軒高が 20m を超え、24m 以下のもの 

  (5) 使用材料が規定値を超えるもの 

  (6) 壁梁を有しないもの 

  (7) 基礎梁の代わりにマットスラブを設けたもの 

 

壁式鉄筋コンクリート造は、戦後の住宅不足を解消すること、耐震・耐火構造であり、かつ比較的廉価で

あることなどの要求に適合する構造として、我が国の集合住宅建築物を代表とする構工法として急速に普及

した構造である。その耐震設計は、集合住宅で一般的に用いられる戸境壁や間仕切り壁などを構造壁として

設計し、それによって得られる高い水平強度と剛性により地震力に抵抗することを基本としている。このた

め、本構造の構造設計に対して現在適用されている設計規準も、建築物が長方形その他これに類する整形な

形状を有することを前提とし、耐力壁の配置や壁量等の多くの仕様書的な構造規定から成り立っている。こ

のような構造規定は、開口部が不規則に設けられている場合においても精緻な構造解析を行うことなく、簡

便な解析方法により本構造の設計を可能とするという観点からは合理的ではあるが、仕様書的な設計法の代

償として時代が要求する新しい空間構成に即応できず、壁式鉄筋コンクリート造の普及の限界ともなってき

ている。 

 

このため、本会では 1989 年に弾性骨組解析に基づく「壁式鉄筋コンクリート造計算規準（案）・同解説」

を発表（2003 年改定）し、適用範囲を拡大した。上記計算規準では、設計規準と比較して弾性骨組解析に基

づき応力を算定することを前提に、コンクリートの設計基準強度や壁厚ならびに地震地域係数などにより、

壁量を一定程度減じることができるほか、ある程度不整形な形状の建築物も設計可能としている。しかしな

がら、計算規準は、設計規準で設計された壁式鉄筋コンクリート造建築物と同等な耐震性能を有することを

要求しており、地震時の性能の直接的な評価を行うものとなっていない。 

 

  本構造の仕様書的な規定は、数多くの実大耐震実験結果等の検討から十分な耐震性を有するよう作成され

たものであるが、弾性設計を基本としていることもあり、必ずしも地震時の性能に基づくものとはなってい

ない。 

過去の被害地震においても、激震地において地盤の変状により傾斜・転倒して大破と判定された建築物を

除けば、いずれも中破以下であり、ほとんどの壁式鉄筋コンクリート造建築物は軽微な被害以下に留まって



いる。また、傾斜・転倒した建築物にあっても、構造体自体のひび割れは軽微なものに留まっている。この

ことは、本構造が他の構造形式のものに比して、かなり高い耐震性能を有していることの証であり、構造規

定の面から現状よりも一定程度の合理化（例えば、壁量の低減による設計自由度の向上）が可能であること

を示唆しているといえる。 

 

  以上のような背景より、本会では従来の仕様書的な規準から、性能を基盤とした設計体系に変換する必要

があることを認識し、2006 年 3 月に「壁式鉄筋コンクリート造建物の構造性能評価指針(案)・同解説」を公

開し、その後の調査・検討を踏まえ本評価指針案を作成したものである。 

 

  性能を基盤とした建築物の評価および表示は、消費者に対する建築に関わる技術者の説明責任に関する時

代の趨勢にも合致するものである。本評価指針案が、壁式鉄筋コンクリート造の構造設計法の改良と発展に

貢献できることを期待する。 

 

    2010 年 11 月 

                                                                                    日本建築学会 

 



  壁式鉄筋コンクリート造建物の構造性能評価型構造設計指針（案）作成関係委員 

                 ――（五十音順・敬称略）―― 

                                      

 

構造委員会（2009） 

   委員長  中島 正愛 

   幹 事  大森 博司  倉本 洋   三浦 賢治 

   委 員  （省略） 

 

壁式構造運営委員会（2009） 

   主 査  勅使川原 正臣 

   幹 事  五十嵐 泉  稲井 栄一  楠  浩一 

   委 員  石井 克侑  植松 武是  小田切 智明 上之薗 隆志  刑部 章 

黒木 正幸  杉山 逸郎  田中 材幸  時田 伸二   中野 克彦   

中埜 良昭  西田 哲也  花里 利一  藤沢 正視   松村 晃 

向井 智久   

 

壁式構造運営委員会（2006）   

   主 査  山崎 裕 

   幹 事  井上 芳生  菊池 健児  勅使川原 正臣 

   委 員  稲井 栄一  植松 武是  加村 隆志  楠  浩一  田中 材幸 

        田中 礼治  中野 克彦  信澤 宏由  平石 久廣  藤沢 正規 

前田 敏雄  松村 晃   森下 陽一  米澤 稔 

 

 

 

壁式ＲＣ構造の性能規定化検討小委員会 

   主 査  勅使川原 正臣 

   幹 事  井上 芳生  楠  浩一 

   委 員  稲井 栄一  岡部 喜裕  尾崎 純二  田中 材幸  永坂 具也   

        中田 捷夫  中野 克彦  平石 久廣  増田 正樹  松村  晃 

    

壁式ＲＣ造構造性能評価型構造設計指針編集ＷＧ 

   主 査  勅使川原 正臣 

   幹 事  井上 芳生  楠  浩一 

   委 員  稲井 栄一  岡部 喜裕  尾崎 純二  小田切 智明 木股 信男  徐  光 

        田中 材幸  永坂 具也  中野 克彦  平石 久廣  増田 正樹  松村 晃 

   協力委員 中島 幹雄 

 

 

 

 

 



 

               本文・解説・付録原案担当者                

 

１章 総則            

 1.1 適用範囲                         勅使川原 正臣   井上 芳生 

尾崎 純二 

 1.2 構造性能評価に際して考慮する事項             井上 芳生 

 1.3 材料および施工のばらつきと構造性能評価          井上 芳生 

 1.4 材料等                     尾崎 純二 

 1.5 用語の定義                        井上 芳生 

 

２章 構造性能評価の原則 

2.1 基本原則                         勅使川原 正臣 

2.2 構造性能評価用の供用期間                 井上 芳生 

2.3 性能評価の手順                      井上 芳生 

2.4 建築物の機能と構造性能評価                井上 芳生 

 

３章 目標構造性能の設定 

3.1  基本構造性能と水準                    井上 芳生 

3.2  評価対象部位                       井上 芳生 

3.3  荷重および外力                      勅使川原 正臣   井上 芳生 

3.4  限界状態と目標構造性能の設定               井上 芳生   岡部 喜裕 

                             尾崎 純二   増田 正樹 

４章 目標構造性能の検証             

4.1  応答値の算定                       勅使川原 正臣   井上 芳生 

4.2  構造性能の確認                      岡部 喜裕   尾崎 純二   

                                   増田 正樹 楠 浩一  

 井上 芳生 

５章 性能表示                         岡部 喜裕   尾崎 純二   

                                増田 正樹 

付 録 

付録１  耐震性能評価例 その１（壁式ＲＣ造５階建 略算法）    徐 光    井上 芳生 

付録２  耐震性能評価例 その２（壁式ＲＣ造５階建 壁量低減型）  小田切 智明 井上 芳生 

付録３  耐震性能評価例 その３（壁式ＲＣ造８階建）        木股 信男  井上 芳生 

付録４  地震荷重に対する応答値に及ぼす地盤の影響         稲井 栄一 

付録５  地震荷重に対する応答値の略算法              平石 久廣 

付録６  壁式鉄筋コンクリート造に関する既往の研究         平石 久廣 

付録７  壁式鉄筋コンクリート造の履歴減衰             平石 久廣 

付録８  スラブの構造性能評価例                  井上 芳生 

付録９  壁式ＲＣ造部材の強度・変形性状       井上 芳生  田中 材幸 

                                 中野 克彦 

付録１０ 壁式フラットスラブ構造の構造性能評価例         岡部 喜裕  中島 幹雄 

  井上 芳生    



壁式鉄筋コンクリート造建物の構造性能評価型構造設計指針・同解説（案） 
目    次 

                                  本文ページ          解説ページ 
１章 総 則 ･･････････････････････････････････････････････ 1 ････････････････････ 9

1.1 適用範囲 ････････････････････････････････････････････ 1 ････････････････････ 9
1.2 構造性能評価に際して考慮する事項 ････････････････････ 1 ････････････････････ 10
1.3 材料および施工のばらつきと構造性能評価 ･･････････････ 1 ････････････････････ 13
1.4 使用材料等 ･･････････････････････････････････････････ 1 ････････････････････ 13
1.4.1 鉄筋の種類と品質 ･･････････････････････････････････ 1 ････････････････････ 13
1.4.2 コンクリートの種類と品質 ･･････････････････････････ 2 ････････････････････ 14
1.4.3 その他の材料と品質 ････････････････････････････････ 2 ････････････････････ 15
1.4.4 鉄筋継手・定着・部材接合 ･･････････････････････････ 2 ････････････････････ 16
1.4.5 材料の定数 ････････････････････････････････････････ 2 ････････････････････ 17
1.4.6 限界応力度と材料強度 ･･････････････････････････････ 2 ････････････････････ 18

1.5 用語の定義 ･･････････････････････････････････････････ 3 ････････････････････ 19
 
２章 構造性能評価の原則 ･･････････････････････････････････ 5 ････････････････････ 22

2.1 基本原則 ････････････････････････････････････････････ 5 ････････････････････ 22
2.2 構造性能評価用の供用期間 ････････････････････････････ 5 ････････････････････ 22
2.3 性能評価の手順 ･･････････････････････････････････････ 5 ････････････････････ 23
2.4 建築物の機能と構造性能評価 ･･････････････････････････ 5 ････････････････････ 26

 
３章 目標構造性能の設定 ･･････････････････････････････････ 5 ････････････････････ 27

3.1 基本構造性能と水準 ･･････････････････････････････････ 5 ････････････････････ 27
3.2 評価対象部位 ････････････････････････････････････････ 5 ････････････････････ 30
3.3 荷重および外力 ･･････････････････････････････････････ 5 ････････････････････ 31
3.3.1 基本事項 ･･････････････････････････････････････････ 5 ････････････････････ 31
3.3.2 固定荷重 ･･････････････････････････････････････････ 5 ････････････････････ 34
3.3.3 積載荷重 ･･････････････････････････････････････････ 6 ････････････････････ 34
3.3.4 地震荷重 ･･････････････････････････････････････････ 6 ････････････････････ 35
3.3.5 積雪荷重 ･･････････････････････････････････････････ 6 ････････････････････ 38
3.3.6 風荷重 ････････････････････････････････････････････ 6 ････････････････････ 38
3.3.7 その他の荷重および外力 ････････････････････････････ 6 ････････････････････ 39

3.4 限界状態と目標構造性能の設定 ････････････････････････ 6 ････････････････････ 39
 
４章 目標構造性能の検証 ･･････････････････････････････････ 6 ････････････････････ 48

4.1 応答値の算定 ････････････････････････････････････････ 6 ････････････････････ 48
4.1.1 応答値算定の原則 ･･････････････････････････････････ 6 ････････････････････ 48
4.1.2 固定・積載荷重による応答値の算定 ･･････････････････ 7 ････････････････････ 49
4.1.3 地震荷重に対する応答値の算定 ･･････････････････････ 7 ････････････････････ 50
4.1.4 積雪荷重に対する応答値の算定 ･･････････････････････ 7 ････････････････････ 52
4.1.5 風荷重に対する応答値の算定 ････････････････････････ 7 ････････････････････ 53
4.1.6 その他の荷重および外力に対する応答値の算定 ････････ 7 ････････････････････ 53

4.2 構造性能の確認 ･･････････････････････････････････････ 7 ････････････････････ 54
4.2.1 使用性に関する構造性能の確認 ･･････････････････････ 7 ････････････････････ 54
4.2.2 損傷性に関する構造性能の確認 ･･････････････････････ 8 ････････････････････ 62
4.2.3 安全性に関する構造性能の確認 ･･････････････････････ 8 ････････････････････ 68

 
５章 性能表示 ････････････････････････････････････････････ 8 ････････････････････ 81

   
 付 録  
付録１  耐震性能評価例 その１（壁式ＲＣ造5階建 略算法）･････････････････････････ 付 1 ～ 55
付録２  耐震性能評価例 その２（壁式ＲＣ造5階建 壁量低減型）･････････････････････ 付 56 ～ 77
付録３  耐震性能評価例 その３（壁式ＲＣ造8階建）･････････････････････････････････ 付 78 ～ 118
付録４  地震荷重に対する応答値に及ぼす地盤の影響 ･････････････････････････････････ 付 119 ～ 131
付録５  地震荷重に対する応答値算定の略算法 ･･･････････････････････････････････････ 付 132 ～ 152
付録６  壁式鉄筋コンクリート造に関する既往の研究 ･････････････････････････････････ 付 153 ～ 168
付録７  壁式鉄筋コンクリート造の履歴減衰 ･････････････････････････････････････････ 付 169 ～ 171
付録８  スラブの構造性能評価例 ･･･････････････････････････････････････････････････ 付 172 ～ 177
付録９  壁式ＲＣ造部材の強度・変形性状 ･･･････････････････････････････････････････ 付 178 ～ 230
付録１０ 壁式フラットスラブ構造の構造性能評価例 ･･･････････････････････････････････ 付 231 ～ 274 


	壁式鉄筋コンクリート造建物の性能評価型構造設計指針(案)2010本文・解説
	
表紙
	
序 
	
作成関係委員
	
目次
	 本文
	
本文・解説 
	１章 総 則
	1.1 適用範囲
	1.2 構造性能評価に際して考慮する事項
	1.3 材料および施工のばらつきと構造性能評価
	1.4 使用材料等
	1.4.1 鉄筋の種類と品質
	1.4.2 コンクリートの種類と品質
	1.4.3 その他の材料と品質
	1.4.4 鉄筋継手、定着、部材接合
	1.4.5 材料の定数
	1.4.6 限界応力度と材料強度

	1.5 用語の定義

	２章 構造性能評価の原則
	2.1 基本原則
	2.2 構造性能評価用の供用期間
	2.3 性能評価の手順
	2.4 建築物の機能と性能評価

	３章 目標構造性能の設定
	3.1 基本構造性能と水準
	3.2 評価対象部位
	3.3 荷重および外力
	3.3.1 基本事項
	3.3.2 固定荷重
	3.3.3 積載荷重
	3.3.4 地震荷重
	3.3.5 積雪荷重
	3.3.6 風荷重
	3.3.7 その他の荷重および外力

	3.4 限界状態と目標構造性能の設定

	４章 目標構造性能の検証
	4.1 応答値の算定
	4.1.1 応答値算定の原則
	4.1.2 固定・積載荷重による応答値の算定
	4.1.3 地震荷重に対する応答値の算定
	4.1.4 積雪荷重に対する応答値の算定
	4.1.5 風荷重に対する応答値の算定
	4.1.6 その他の荷重および外力に対する応答値の算定

	4.2 構造性能の確認
	4.2.1 使用性に関する構造性能の確認
	4.2.2 損傷性に関する構造性能の確認
	4.2.3 安全性に関する構造性能の確認


	５章 性能表示

	壁式鉄筋コンクリート造建物の性能評価型構造設計指針(案)2010付録
	表紙	
	付録・目次
	付録１ 耐震性能評価例 その１
	付録２ 耐震性能評価例 その２
	付録３ 耐震性能評価例 その３
	付録４. 地震荷重に対する応答値に及ぼす地盤の影響
	付録５．地震荷重に対する応答値算定の略算法
	付録６．壁式鉄筋コンクリート造に関する既往の研究
	付録７．壁式鉄筋コンクリート造の履歴減衰
	付録８．スラブの構造性能評価例
	付録９．壁式構造部材の強度･変形性状
	付録10．ＲＣ壁式フラットスラブ構造の構造性能評価例




